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 検索とは，様々な性質のものが集まっている中から，ある特定の性質をもつ

ものを取り出す行為である。タンスに収納されている様々な色と種類の衣類の

中から緑色のセーターを取り出す，など日常的に検索が行われている。では，

情報検索で取り出すものは何だろうか。「情報」を取り出しているのだろうか。 

 普通私たちは，本の中に「情報」が含まれていて，本を読むことで「情報」

を取り出していると考える。これは，情報が本の書き手（情報の送り手）から

読み手（受け手）に「情報」というモノが伝達される，というモデルである。

しかし，同じ本からいつも同じ情報が得られるとは限らない。情報がモノなら

いつも同じではないのか？また，雲を見てもうすぐ雨が降ってくるという情報

を得るが，雲に情報が含まれているのだろうか？さらに，何も見なくても情報

が得られることがある。その情報はどこにあったのだろうか？このように，「情

報」をモノとみなしたのでは説明できない現象がある。 

 一方，実際に「情報」というモノを得るのではなく，自分の知識状態が変化

したことを感じたときに，その変化分を「情報」だというように感じるのだと

考えれば，上記の現象は説明がつく。これを知識状態の変化分モデルと呼ぶこ

とにする。このモデルでは，「情報」はモノではない。したがって，「情報」と

いうモノを検索することはできない。つまり，情報検索は「情報」の検索では

ない。では，何を検索しているのであろうか。 

 情報検索で実際に検索しているのは，本などの資料である。資料を読むこと

によって知識状態が変化するなら，その変化分だけ「情報」を得たように感じ

ることができる。逆に，知識状態を変化させない資料からは「情報」を得たよ
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うには感じられない。単に資料を提供するのではなく，知識状態を変えること

ができる資料を提供するべきである。 
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